
内容 備考（現状施設における維持管理内容等）

1 施設の光熱水費 現在の施設における光熱水費　Ｒ５年度：約1,370,000円／年

2 簡易・小規模修繕

3 年1回

4 年1回 水飲み

5 年1回 合併浄化槽（150人槽、160人槽）各1

6
混淆樹林

面積127,000㎡
保険金額9,000万円

7 樹木の剪定、伐採
随時
枯木、倒木及び危険木の剪定・伐採

8 樹木（桜）の消毒 害虫発生時に実施（桜　約１００本）

9 松の虫くい防除（樹幹注入）
松　本数：545本
6区画に分け、年90本程度を実施している。

10
施設内の滅菌装置の保守点検

（薬剤の補充を含む）

　飲料水用滅菌装置　　年４回（次亜塩素酸ナトリウム５％　　１８Ｌ）
龍の口用滅菌装置　　年３回（次亜塩素酸ナトリウム１２％　９０Ｌ）
滝・池用滅菌装置　　年３回（次亜塩素酸ナトリウム１２％１０８Ｌ）

11
点検：年4回
合併浄化槽及び分離槽清掃（１回）

合併浄化槽（150人槽、160人槽）各1
汚泥引き抜き（２０ｔ）

12
有料施設の受付等
8：30～17：15

予約受付、料金徴収、許可書交付、窓口相談等

13
1日1回以上実施

園内施設の日常的な点検等
キャンプ施設・遊具・広場・親水施設・園路・トイレ

14
1日1回以上実施

洗い場・ベンチ・四阿・ファイヤープレイス・樹木

15 1日1回以上実施 放送設備・シャワーボイラー・噴水の圧力タンク・公園灯・滅菌装置

16 必要に応じて随時 草刈り機（肩掛け・バロネス）・チェーンソー・鉄板・網・飯盒・一輪車

17 施設内の除草・清掃
除草：年３回程度
親水施設：年４回程度

　※　上記は現在の施設の維持管理・運営状況です。提案における参考としてください。

松くい虫防除

機械類

備品

除草・施設清掃

飲料水滅菌装置保守

浄化槽維持管理

施設利用の窓口業務

付属施設

施設点検

既存公園施設の維持管理基準

区分

浄化槽法定点検

火災保険（混生樹林）

樹木消毒

樹木剪定・伐採

光熱水費

修繕料

旅館業経営許可申請手数料

飲料水水質検査

　既存公園施設の維持管理基準を下記のとおり示します。

別添５


